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1．はじめに

日本の研究者に占める女性の割合は徐々に増え
ているものの，2015年 3月の時点で 14.7%にと
どまっており，研究者の定義は異なるが，ポルト
ガルの 45.4%，米国の 34.3%，韓国の 18.5%など
諸外国と比べて低い（内閣府男女共同参画局，
2016）。中でも科学・技術・工学・数学のいわゆ
る STEM（Science, Technology, Engineering and 
Mathematics）分野における女性は極めて少なく，
大学や大学院などの研究機関に所属している研究
者に限ってみると，理学分野では女性の割合が
14.1%，工学分野では 10.0%にしか過ぎない（内
閣府男女共同参画局，2016）。学生についても同
様のことが言える。表 1の上 2行は 2016年 5月
に四年制大学に在学している学生の男女それぞれ

における専攻別の割合を示したものである。女性
は大学生全体の 44.5%を占めているが，その半数
近くが人文科学（女子学生全体の中の 21.0%） と
社会科学（同 25.2%） に集中している。また，専
攻分野ごとに女性が占める割合を見る （表 1の  
3行目） と，理学分野で 27.0%，工学分野で 14.0%
であり （文部科学省，2016），理系分野を専攻す
る女性が少ないことがわかる。こうした状況を改
善するために，文部科学省による女子中高生の理
系進路選択支援事業や科学技術振興機構による
女性研究者支援事業をはじめとして， さまざまな
取り組みが行われている。また，STEM分野の女
性が少ないのは日本だけではなく，米国（Obama, 
2013） やヨーロッパ諸国（Moedas, 2014）， また，
経済協力開発機構 （OECD） のような機関で対策
の必要な問題として取り上げられることが多い
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（OECD, 2016）。では， なぜ STEM分野に女性は少
ないのだろうか。
少し古い話になるが，2005年当時のハーバー

ド大学の学長が講演の中で，自然科学分野に女性
研究者が少ない理由の一つとして生得的な要因に
言及したことが，メディアに取り上げられ，その
ために学長を辞したエピソードは有名である。
ハーバード大学長の講演以来，STEM分野で必要
とされるいわゆる理系1)の能力における性差につ
いて論じた出版物が増えた（e.g., Ceci & Williams, 
2007；Halpern et al., 2007）。こうした出版物では，
STEM分野に女性が少ない原因として，脳やホル
モンといった生得的あるいは生物学的な要因，文
化や家庭や学校などの社会的な要因が取り上げ
られ，その影響過程が説明されている。そこか
ら導かれる結論は「（それぞれの立場は）まった
く同じ証拠を引きながら，異なった解釈をしてい
る（Ceci & Williams, 2007, p. 213）」ようにも見え，
「科学や数学における性差に関する複雑な疑問
に対して単一の答えあるいは単純な答えはない
（Halpern et al., 2007, p. 1）」ということであろう
か。本稿は，こうした議論をさらに複雑にしたり
解決したりしようと意図したものではなく，社
会心理学の立場から，「ステレオタイプ」 をキー
ワードに数学を中心にした理系の学問分野と女性
について論じるものである。

1.1　数学の成績や態度における性差
理系の科目の中でも，数学は大学での専攻分野
や職業の選択にかかわる重要な要因と見なされて
おり （e.g., Betz, 2005；Kimura, 2007）， 算数・数学
の試験成績や算数・数学に対する態度における
性差は心理学者の注目を引いてきた（e.g., Else-
Quest, Hyde, & Linn, 2010；Lindberg et al., 2010；
Reilly, Neumann, & Andrews, 2015）。こうした研究

でしばしば取り上げられるのが，OECDが実施
している学習到達度調査（Programme for Inter-
national Student Assessment: PISA） や国際教育到達
度評価学会 （IEA） が実施している国際数学・理
科教育動向調査 （Trends in Mathematics and Science 
Study: TIMSS）である。

2012年に 65の国と地域で実施された PISAの
結果，数学で女子より男子の成績が統計的に有意
に高いのは 38の国と地域であり，女子の方が高
いのは 5つの国と地域であった。そして，この性
差は徐々に縮まっているが，「数学が得意でない」
「数学で良い成績を取っている」といった数学に
関連した自己概念（math self-concept） では，多く
の国で男子の方が有意に高い得点を示している
（OECD, 2015）2)。
北條（2015） は，2003年， 2007年， 2011年に実

施された TIMSSの中の算数・数学に関する調査
結果，および 2003年に実施された PISAの結果を
まとめ，日本では算数・数学の学力や学習態度に
男女差があることを確認している。 特に，学習
態度においては，小学校4年生でみられた性差が，
中学 2年生で拡大していることを見出しており，
女子が数学に対する自信や意欲を否定する傾向が
強くなっているという。さらに，2003年の PISA
の対象者となった高校 1年生の中で，四年制大学
への進学希望者だけに限定した場合でも，「数学
で学ぶ内容に興味がある」とする男子が 47.6%い
るのに対し，女子では 34.7%，また，「将来就き
たい仕事に役立ちそうだから，数学はがんばる価

1) 本稿では，英語圏の文献で使われているmathematicsや
scienceを， その文脈に応じてmathematicsは数学あるいは算
数に，scienceは理系あるいは （自然）科学もしくは理科に
訳している。
2) PISAのデータはOECDのサイト （https://www.oecd.org/
pisa/） から，TIMSSのデータは IEAのサイト （http://rms.iea-
dpc.org/） から入手可能である。

表 1　四年制大学の学部生の割合（男女ごと， 専攻ごと）

人文 
科学

社会 
科学 理学 工学 農学 保健 商船 家政 教育 芸術 その 

他 合計人数

男性の中での各専攻の割合 （%） 8.9 38.0 4.1 23.2 3.0 8.9 0 0.5 5.5 1.4 6.6 1,425,672

女性の中での各専攻の割合 （%） 21.0 25.2 1.9 4.7 3.0 16.8 0 5.7 9.9 4.3 7.6 1,141,442

各専攻における女性の占める割合 （%） 65.4 34.7 27.0 14.0 44.5 60.2 11.8 90.5 59.0 70.6 47.9 2,567,114

文部科学省学校基本調査平成 28年度（文部科学省，2016）をもとに作成。2016年 5月 1日現在の調査結果。
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価値との関連を検討した。その結果，両者は関連
しており，親のサポートが多いと認知するほど，
科目関連の自己概念や価値も高くなるが，そもそ
も親から受けるサポートはヨーロッパ系の男子高
校生で最も高く認知されていた。
また，Bleeker and Jacobs（2004）は，米国で実
施された 12年にわたる縦断研究において，7年
生のときの母親による数学関連キャリアでの成功
予測（自分の子どもが将来数学が必要とされる
キャリアで成功するかどうか）が，19–20歳に
なった子どもの数学・理科関連分野でのキャリ
アに関する効力感と関連していることを見出し
た。なお，同じ対象者について Jacobs and Eccles
（1992）の行った分析では，母親のステレオタイ
プ的信念が，母親が認知した子どもの数学能力を
媒介して，子ども自身の能力認知に影響を与える
ことが示されている。
さらに，Leaper, Farkas, and Brown（2012） は，
米国の 13歳から 18歳の女子生徒を対象にした調
査から，数学や理科に対する動機づけは，親や教
師，友人などの周囲の人々からの理科・数学に関
するサポートや励ましと関連しており，サポート
が多いと認知しているほど動機づけが高いことを
報告している。同じ対象者を用いた検討（Brown 
& Leaper, 2010）では，数学や理科に関して周囲
の人々から性差別的なコメントを聞くことが多い
と，こうした科目におく価値や自身の能力評価が
低くなることが報告されている。
日本の男女中学生を対象とし，生徒が教師や親
の期待をどのように認知しているのかを検討した
研究もある。数学ではなく理科を扱った研究では
あるが，中学 1， 2年生を対象に，「先生は，私が
理科でよい成績をとれると期待している」と思う
かどうかを尋ねたところ，両学年とも男女ともに
教師からの肯定的な期待を感じている生徒は少な
いが，女子は男子以上に期待を感じていないこと
が報告されている（中澤，2004）。また，理科が
好きな女子生徒は嫌いな女子生徒に比べ，「母親
は理科を重要と思っている」，両親ともに「（自分
が）科学・技術職についたら喜ぶ」と回答する割
合が高かった （藤原， 2004）。また，塚脇ら （2013）
によると，生命科学分野を専攻する女子大学生が
高校生の時にもっていた進学動機のうち，専門的
知識を高めたいというアカデミックな進学動機

値がある」については，男子の 63.2%が同意する
のに対して，女子で同意するのは 49.1%である
（いずれも「強くそう思う」「そう思う」の合計）。
このように，男子に比べて女子は数学への関心や
数学におく価値が低いことが示されている。な
お，北條はこうした男女差についての日米比較も
行っており，米国に比べ日本の生徒の性差が大き
いことを報告している。
また，PISAや TIMSSのデータではないが，伊

佐・知念（2014）は日本のある都市で小中学生に
対して実施された学力調査のデータを縦断的に分
析し，小学 3年生から 6年生までは数学の学力試
験の成績と意欲にそれほど違いがないこと，中
学 3年間のうち，2， 3年生で成績と意欲に性差が
見られるようになり，男子に比べると女子が試験
の成績が低く，さらに意欲も低いことを見出して
いる。
以上のことから，日本を含み多くの国では算
数・数学の成績と算数・数学に対する態度に性差
が見られ，女子より男子の方が成績が高く，態度
も好意的であることがうかがえよう。成績と態度
の因果関係については明確ではないが，女子生徒
が理系分野を進路の選択肢から除外する理由とし
て，数学に対する低い関心や意欲があげられるの
ではないだろうか。

1.2　女の子を取り巻く周囲からの期待と数学に
対する態度

女子生徒が数学に対する関心や意欲を失った
り，進路の選択肢から外したりするのには，どの
ような要因が働いているのだろうか。子どもの学
業面での動機づけの社会化に関する研究では，社
会化の担い手として親や教師のもたらす影響が大
きいことが主張されている （Wigfield et al., 2015）。
米国内での検討では，家庭の文化的背景や社会
経済的地位が子どもの学業成績に影響を与えるこ
とが繰り返し報告されているが，多くの場合，親
の信念や行動さらには資源が媒介していることが
示唆されている （e.g., Benner, Graham, & Mistry, 
2008；Van Horn et al., 2009）。例えば， Simpkins, 
Price, and Garcia（2015）はヨーロッパ系とラテン
系アメリカ人の男女高校生を対象に，親からのサ
ポートの認知と，子ども自身がもっている理系科
目に関連する能力の自己概念及びその科目におく
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で実施された IAT）と 8年生の TIMSS（2003年実
施）の理科と数学の成績の関連を検討している。
その結果，潜在的ステレオタイプが強い国の方が
TIMSSの理科と数学の成績における男女差が大
きいという関連が見出された。
こうした研究では，実際に STEM分野にたず
さわる男性の割合が多いという現実が先にありス
テレオタイプが作られるのか，それとも科学を男
性と結びつけたステレオタイプが先にあり STEM
分野に女性が少ないという現実が生じるのか，そ
の因果関係は明らかにはできない。しかし，これ
らの結果から，ステレオタイプが女子生徒の数学
に対する関心や意欲に何らかの影響を及ぼしてい
ることが推測できる。それは，前述したように親
の期待や行動を通して子どもに伝わる場合もある
だろうし，子ども自身が理系分野を専攻する男子
学生や男性科学者を頻繁に見ることで学習すると
いうこともあるだろう。以下，こうしたステレオ
タイプによる影響を検討した研究を概観する。

2.2　ステレオタイプ脅威
数学とステレオタイプを検討した社会心理学的
研究は数多いが，そのほとんどが海外で行われた
ものである。こうした研究でもっとも有名なの
が，「女性は数学が苦手だ」というステレオタイ
プによって，実際に数学のテスト成績が落ちるこ
とを実験的に確かめたステレオタイプ脅威
（stereotype threat）研究であろう。ステレオタイ
プ脅威とは，ある個人の属する集団に結びつけら
れたネガティブなステレオタイプがあり，そし
て，その個人がそのネガティブなステレオタイプ
に基づいて評価されたり扱われたりするのではな
いかという懸念をもつような困難な状況を意味す
る（Spencer, Logel, & Davis, 2016；Spencer, Steele, 
& Quinn, 1999）。Steeleら（Spencer et al., 1999；
Steele & Aronson, 1995）は，女性やアフリカ系ア
メリカ人の学生が大学に入って学業面で困難を
抱える理由の一つに，ステレオタイプ脅威がある
のではないかと考えた。つまり，女性やアフリカ
系アメリカ人のように数学能力に関するネガティ
ブなステレオタイプをもたれている集団に属する

は，働いている母親をモデルとみなしたり，父親
から指示を受けたり父親からの期待を強く感じた
りといったことと関連していた。これらは子ども
が認知した親や教師の考えや態度を検討したもの
であるが，日本においても子どもたちの学習意欲
や教科に対する態度に，教師や親が影響を及ぼし
ているのではないかと推測できる。

2．科学とジェンダーについての 
ステレオタイプ研究

2.1　科学と男性を結びつけたステレオタイプ
このような親や教師の態度の背景には，社会で

共有されている「理系は男性，文系は女性」「男
性は数学が得意で，女性は数学が苦手」といった
学問分野とジェンダーを結びつけたステレオタイ
プがあると考えられる。そして，そのようなステ
レオタイプを人々がもっている原因の一つとし
て，実際に STEM分野にたずさわっている学生
や研究者の男女比の偏りがあげられよう。冒頭で
述べたように，STEM分野では学生も研究者も男
性が多いため，それを観察している人は，「科学
＝男性」 という連合を学習しているのではないだ
ろうか。こうした考えのもと， Miller, Eagly, and 
Linn （2015） は，日本を含む 66か国を対象に，そ
の国の高等教育機関で理系を専攻している学生
に占める女性の割合や研究者として雇用されてい
る人たちに占める女性の割合と，ジェンダーと科
学を結びつけたステレオタイプが関連している
かを検討した。ステレオタイプ測度にはウェブ上 
（https://implicit.harvard.edu/） で測定された顕在指
標と潜在指標が用いられた3)。顕在指標は「あな
たは，男性や女性に対して科学をどのくらい結び
つけていますか」という項目で測定し（回答は
「強く男性に」 から 「強く女性に」），潜在指標は
IAT （Implicit Association Test） で「科学」 「人文学」
のカテゴリーと「男性」「女性」のカテゴリーを
用いて測定されたものである。その結果，顕在指
標は女性の割合の 2つの指標と，潜在指標は女性
研究者の割合と関連していた。いずれも，弱い関
係ではあったが，女性の割合が少ない国ほどステ
レオタイプが強固になるという結果が報告されて
いる。同様に，Nosek et al. （2009） は，日本を含
む 34か国で潜在指標（https://implicit.harvard.edu/

3) 2つの指標はともに， web上で回答可能である。日本語
のサイトは https://implicit.harvard.edu/implicit/japan/。
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テレオタイプ脅威を扱った英語論文は膨大にあ
り， PsycINFOを用いてアブストラクトに “stereo-
type threat” を含む論文を検索すると 97件， Google 
Scholarによる検索では 193,000件がヒットする
（2016年 8月 30日）。こうした研究のレビューや
メタ分析研究には， Kit, Tuokko, and Mateer （2008）， 
Pennington et al. （2016）， Picho, Rodriguez, and Finnie 
（2013）， Spencer, Logel, and Davies （2016）， Thoman 
et al. （2013） などがある。その中で，Spencer et al. 
（2016） は過去のステレオタイプ脅威研究で得ら
れた効果量が中程度から小さい値を示し， ステレ
オタイプ脅威の効果は頑健であると主張している。
さらに，数学と女性を扱ったステレオタイプ脅威
研究のメタ分析では， 効果量が d= .17からd= .36
であることが報告されているという （Spencer et al., 
2016, p. 418）。メタ分析研究の中でも， Nguyen and 
Ryan （2008） は，数学と女性あるいは人種のステ
レオタイプをとりあげた実験の中で，ステレオタ
イプ脅威の操作として用いられる手がかり （cue） 
に注目し検討している。メタ分析の結果，女性を
対象としたものでは「女性より男性の方が数学能
力が高い」 といった明らかな手がかり （blatant 
cue; |d| = .18） や「このテストでは性差が見られて
いる」 といったある程度明確な手がかり （moder-
ately explicit cue; |d| = .17） よりも， テスト実施前に
性別を尋ねたりテストの診断的側面を強調したり
といった微妙な手がかり （indirect and subtle cue; 
| d | = .24）が用いられた方がステレオタイプ脅威
の効果が大きいことが示された。また，ステレオ
タイプ脅威を取り除くような操作の場合には，ス
テレオタイプに反する女性の登場する広告を見せ
るといった微妙な操作（|d | = .14） よりも，「この
テストには性差はない」と明確に教示した方
（| d | = .33） が有効だ（ステレオタイプ脅威の効果
量が小さい）という。
ステレオタイプ脅威の研究は実験のしやすさか
ら大学生を対象としたものが多いが，子どもた
ちを対象にした研究も行われている （e.g., Galdi, 
Cadinu, & Tomasetto, 2014；Huguet & Régner, 
2009；子どもを対象にしたステレオタイプ脅威研
究のレビューについてはRégner et al., 2014を参照
されたい）。子どもの場合には，子ども自身が数
学ステレオタイプを （自覚的に） もっていなくて
も，ステレオタイプの悪影響を受ける可能性があ

人々が，教室で数学の試験を受けるということ
は，ステレオタイプ脅威の状況におかれること
になり，そのために試験の成績が悪くなるので
はないかと考えたのである。この考えに基づき，
Spencer et al.（1999）は，米国の女子大学生を対
象に，「数学能力に男女差があるかどうかは議論
が続いている」に続き，「これから行う数学のテ
ストはこれまで性差が見られたものである」ある
いは「これから行う数学のテストはこれまで性差
が見られなかったものである」という教示を行い
数学のテストを実施した（研究 2）。その結果，
性差がないという教示の条件では男女でテスト成
績に違いはなかったが，性差があるという教示の
条件では有意な性差が見られ，さらに女性の得点
は性差なしの教示条件よりも低かった。「性差が
ある」と言われただけで，テストの成績が下がっ
たのである。これは，性差があるという情報によ
り，「女性は数学が苦手」というネガティブなス
テレオタイプが喚起され，ステレオタイプ脅威が
生じたせいであると考えられる。さらに，研究 3
では「性差がある」という教示の条件の代わり
に，教示を行わない統制条件が設けられた。その
結果，性差なしの教示条件ではテスト結果に性差
は見られなかったが，統制条件では性差が見ら
れ，さらに，統制条件の女性の得点は性差なしの
教示条件の女性の得点よりも低かった。この研究
3では，「性差がある」という明確な教示がなく
ても，教示がある場合と同様の結果が得られたこ
とから，女性が日常，ステレオタイプ脅威にさら
されていることが示唆されたのである。

Steeleらの研究以降， 女性と数学を扱ったステレ
オタイプ脅威研究が数多く実施されてきた （e.g., 
O’Brien & Crandall, 2003；坂田， 2008；Schmader, 
2002）。上述のように，性差の有無について教示
で明言するものもあれば，数学のテストを実施
する前に，ジェンダー・ステレオタイプ的なテレ
ビコマーシャルを見せたり （Davis et al., 2002），
STEM関連の学会の様子を写したビデオと称して
登場する女性研究者と男性研究者の割合を変え
たものを見せたり （Murphy, Steele, & Gross, 2007）
という方法も用いられてきた。
ステレオタイプ脅威では，女性だけでなく，ア
フリカ系アメリカ人や高齢者についてのネガティ
ブなステレオタイプの影響も検討されている。ス
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ている （Thoman et al., 2013）。従来，ステレオタ
イプには自己成就予言としての機能があること
が主張されてきた （e.g.，森永，2004；Rudman & 
Glick, 2008）が，ステレオタイプ脅威の研究は，
「女性は数学が苦手」というステレオタイプが実
現するプロセスの一部を実験的に示したものと言
えよう。

2.3　潜在的なステレオタイプ
近年の社会心理学では潜在指標を取り入れるこ
とが多くなった。先に紹介したのは，国レベルで
の「科学＝男性」の潜在的ステレオタイプと女性
研究者の割合（Miller et al., 2015）や数学試験の
成績（Nosek et al., 2009）の関連についての検討
であったが，同様の研究は個人レベルでも行わ
れている（e.g., Nosek, Banaji, & Greenwald, 2002；
Nosek & Smyth, 2011）。例えば，Nosek et al. （2002）
は，参加者の性別，顕在的ステレオタイプと IAT
で測定した潜在的ステレオタイプによって，SAT
（大学進学適性試験）の数学と言語の得点が予測
できるかを米国の大学生を対象に検討した。その
結果，顕在指標では性別による SATの差異は見
られなかったが，潜在指標では性別の効果が異な
り，男性は潜在的ステレオタイプが強いほど SAT
の得点が高く，女性は逆に潜在的ステレオタイプ
が弱いほど SATの得点が高いことが示された。
また，Lane, Goh, and Driver-Linn （2012） は，米国
の大学 1年生において，潜在的ステレオタイプの
方が顕在的ステレオタイプよりも，その学生が大
学で数学や自然科学関係の科目を履修しようとす
る意図や関心を予測することを見出している。ま
た，女子学生よりも男子学生の方が，人文学より
も自然科学の科目を選好しているが，その性差は
潜在的ステレオタイプによって媒介されることも
報告している。このように，大学生を対象とした
研究では，潜在的ステレオタイプの方が，その学
生の数学に関連する態度や成績と関連することが
示されている。
小中学生を対象にした潜在的ステレオタイプ
の研究もある （Cvencek, Meltzoff, & Greenwald, 
2011；Steffens, Jelenec, & Noack, 2010）。例えば，
Steffens et al. （2010） はドイツにおいて 4， 7， 9年
生の男女生徒を対象に IATを実施したところ，女
子では 4年生ですでに「数学＝男子」「ドイツ語

る。Huguet and Régner（2009）は，フランスの 11
歳から 13歳の男女生徒を対象に，同一の課題を
「幾何学能力テスト」あるいは「描画能力テスト」
と称して実施したところ，女子生徒は描画条件に
比べて幾何学条件の方が成績が悪いのに対し，男
子生徒ではそのような差異が見られなかった。ま
た，描画条件の女子生徒は男子生徒よりも成績が
良かったが，幾何学条件では逆の結果であった。
さらに，ステレオタイプを尋ねる質問紙への回答
では，女子生徒は幾何学の能力について男子より
も女子の方が高いと答える傾向が見られ，自覚的
なステレオタイプ的信念はテスト結果における性
差を説明しなかった。つまり，子どもたちは自覚
のないうちに，社会で広まっているステレオタイ
プ通りの行動をとっているのではないかと考えら
れる。
また， Tomasetto, Alparone, and Cadinu （2011） は，

イタリアの幼稚園から小学校 2年生までの女の子
を対象に，ステレオタイプ脅威の実験を行った。
その際，親のステレオタイプ信念に関しても検討
したところ，算数は男児の方が得意というステレ
オタイプを母親が強くもっている場合に，ステレ
オタイプ脅威の実験操作の効果が見られた。これ
は，親のもっているステレオタイプが日頃から何
らかの形で子どもに伝わっているために，自分が
女の子であることを強く意識させられると，ステ
レオタイプに沿った行動をとってしまうことを示
唆するものであろう。
以上のように，ステレオタイプ脅威の研究は，

女の子や女性の算数・数学のテスト成績がテスト
を受ける際の環境によって影響を受ける可能性を
示してきた。Nosek et al. （2009） は，国レベルで
の潜在的なステレオタイプの強さと子どもたちの
TIMMSの成績の男女差が関連することを見出し
ているが，この男女差の一部はステレオタイプ脅
威によるものかもしれない。算数・数学と男性を
結びつけたステレオタイプの強い国では，テスト
を受ける際に算数・数学であるということだけ
で，女の子の中に無自覚的にもこのステレオタイ
プが喚起している可能性がある。そして，日常的
にステレオタイプ脅威を受け続けていると，その
ネガティブなステレオタイプと結びついた分野つ
まり STEM分野を専攻することをやめ，女性の
多い分野に専攻を変えてしまう可能性が指摘され
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明らかになってきた。前述したように，ステレオ
タイプ脅威の研究においても，脅威の手がかりが
微妙な方がその効果が高いことが報告されている
（Nguyen & Ryan, 2008）。集団に結びつけられたネ
ガティブなステレオタイプは，その集団に属する
個人がステレオタイプの存在を自覚しなくても，
また，影響されているという自覚がなくても，ネ
ガティブな影響をもたらす危険性がある。

2.4　再生産されるジェンダー・ステレオタイプ
前述したように，科学と男性を結びつけるステ
レオタイプが作られる原因として，理系分野に男
性がたくさんいることを見たり，周囲の人々を通
じて情報として受け取ったりということが考えら
れる。しかし，女性自身が自らステレオタイプを
利用することで，ステレオタイプを強めている可
能性もある。例えば，Kim, Lee, and Hong（2012）
は，女性が難しい（vs. 簡単） とされる数学のテ
ストを受ける前に，「女性は数学が苦手」という
ステレオタイプに賛同することで，セルフ・ハン
ディキャッピングを行うことを示した。もち
ろん，ステレオタイプを利用するのは女性だけで
はなく，男性は同じ状況で「女性は数学が苦手」
というステレオタイプを否定する傾向を示してい
る （実験 1）。失敗の可能性が予想される場合に，
女性が「女性は数学が苦手」と言うことは，失敗
してもそれは自分にはどうしようもない原因のせ
いなのだと表明することになり，失敗の原因を個
人ではなく所属集団に帰属させ，個人の能力を低
く評価されることを防げる。同じ状況で男性が
「女性は数学が苦手」と言うと，男性である自分
が失敗した場合に，能力を低く評価される危険が
あるために，ステレオタイプを否定するのではな
いかと考えられる （Kim et al., 2012）。
また，女性がテストで悪い点をとったあとも

「女性は数学が苦手」というステレオタイプに賛
同する傾向が高くなることを示した研究もある
（Burkley et al., 2013；Burkley & Blanton, 2008）。
また，数学のテストを受けて悪い成績を取った後
でステレオタイプへの賛同を尋ねられた条件で
は，テストの前に尋ねられた条件よりも，数学の
学習プログラム （tutorial） を受ける時間が短くな
り，数学を自己概念（math identification） と切り
離すということも示された（Burkley et at., 2013，

＝女子」という連合ができており，その連合は男
子より強いことが示された。また，顕在的なステ
レオタイプに加えて，潜在的なステレオタイプ
も，女子の数学に関連する顕在指標や潜在指標を
予測することを報告している。ここで使用された
指標は，顕在的自己概念（「数学が好きだ」「数学
が得意だ」などの項目で測定），潜在的自己概念
（Iとmath， otherとGermanの連合など），自己報
告の学校での成績（数学とドイツ語を合算），高
校で数学の科目をたくさん履修するか（4年生）
あるいは数学の履修を取りやめるか（7， 9年生）
といった意図である。なお，男子の場合には，潜
在的ステレオタイプが予測するのは学校の成績の
みであった。
また， Cvencekら （Cvencek, Kapur, & Meltzoff, 

2015；Cvencek et al., 2011；Cvencek, Melzoff, & 
Kapur, 2014）はシンガポールの小学生を対象にし
て行った一連の研究において，算数の標準テスト
の成績，「算数＝男の子」を連合させるステレオ
タイプ，算数を自己概念の中に取り入れている程
度（math identification: me=math），ジェンダー・
アイデンティティ （e.g., me=girl）の関連につい
て，潜在指標（IAT） と顕在指標を用いて検討し
た。その結果，対象となった子どもたちの算数の
標準化テスト成績には性差がないにもかかわら
ず，潜在的ステレオタイプは男女ともに学年が上
がるにつれて強くなること，潜在指標と顕在指標
ともに男の子の方が数学を自己概念と結びつけて
いること，また，男女ともに顕在指標ではなく潜
在指標の自己概念やステレオタイプが算数の成績
と関連することを見出した。そして，男の子に比
べると女の子が自己概念に算数をあまり取り入れ
ていないのは，me=girl（gender identity） をもち，
さらに，girl≠math（ステレオタイプ） を学習す
るために，認知的バランスを取ろう （Greenwald 
et al., 2002） として，me≠mathになるためである
ことを，顕在指標と潜在指標の両方において確認
した。そして，me≠mathを示すために，女の子
は算数への興味や意欲を低めるのではないかと論
じている。
以上のような研究から「数学＝男性」 という連
合によって，本人の自覚しないところでも，数学
や STEM分野の科目・専攻の選択，こうした分
野への興味や意欲に影響が及ぼされていることが
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り（Smith, Sansone, & White, 2007）することが示
されている（研究レビューについては Thoman et 
al., 2013を参照）。また，こうした動機づけの低
下は，ステレオタイプ脅威の研究のように，課題
遂行前にステレオタイプを喚起させられる場合だ
けでなく，数学のテストで良い点をとったあと，
他者からステレオタイプを喚起させられることで
も生じる。森永ら （森永ら， 2015；Morinaga et al., 
2016）は，女子中高生を対象に，数学の試験で良
い点をとったあとで数学の教師から「女の子なの
にすごいね」と褒められるシナリオを用い，その
後の数学に対する学習意欲を尋ねた。その結果，
ステレオタイプを喚起させられるような褒め言葉
を聞くと，数学の学習意欲が低下することを明ら
かにした（図 1）。これは，数学が得意な女子生
徒が「女性は数学が苦手」というステレオタイプ
を喚起させられることで，数学に対するネガティ
ブな態度をもつようになる可能性を示唆する。

2.6　数学へのポジティブな態度をつくるための
介入研究

冒頭でも述べたように，日本では理系を専攻す
る女子学生や理系分野の女性研究者を増やそうと
いう試みが，さまざまに行われている。また，理
系分野にたずさわる女性を指して「リケジョ」と
いう言葉が使われ始め，女子中高生に理系分野へ
の関心を高めるような雰囲気も出てきた。本稿で
は，STEM分野にたずさわる女性が少ない原因の
一つとして，数学や科学と男性を結びつけたステ

研究 1）。
さらに，悪い成績をステレオタイプに帰属する

女性を観察した場合，観察者はその女性には自信
がないと評価するようになり，そのことで怒りや
いらだちなどのネガティブな感情を喚起されるよ
うになった（Burkley et al., 2013，研究 2）。また，
成績の良し悪しにかかわらず，ステレオタイプに
言及する女性を見た観察者のうち，男性の観察者
は数学能力を含めた一般的なジェンダー・ステレ
オタイプ（男性は攻撃的，女性は人助けをする，
女性は感情的，女性は知的でないなど） を支持す
るようになるという結果も得られている （Burkley, 
Andrade, & Burkley, 2016）。失敗を「女性は数学
が苦手」というステレオタイプに帰属すること
で，その女性の状態自尊心が高まる傾向があるこ
とも示されている （Burkley & Blanton, 2008） が，
長期的にみると，個人にもまた女性全体にも好ま
しい結果はもたらされないようだ （Bell & Burkley, 
2014）。

2.5　ステレオタイプが学習意欲に与える影響
偏見や差別を受けることでどのような影響があ
るのかについては，さまざまな研究がなされてき
た（研究レビューについては Barreto & Ellemers, 
2015を参照されたい）。数学ステレオタイプを用
いたステレオタイプ脅威の実験においても，数学
のテスト成績の低下だけでなく，その後の数学の
学習プログラムへの参加意図が低下したり
（Fogliati & Bussey, 2013），課題への興味を失った

図 1　試験で良い成績を取った後のステレオタイプ喚起による数学意欲への悪影響
Morinaga et al. （2016） をもとに作成。数学の試験で良い成績を取った後，「女の子なのにすごいね （ST条件）」
vs.「すごいね（統制条件）」と数学教師からほめられるシナリオを提示し，感情，数学意欲，差別の知覚（教
師を差別的だと思う程度）を測定したもの。対象は女子高校生 1年生。
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に，算数の悪い成績を能力に帰属しがちである
（Dickhäuser & Meyer, 2006）ので，こうしたメッ
セージはさらに重要なものとなるだろう。さら
に，本稿で紹介したようなステレオタイプの影響
について女性に説明することも，ステレオタイ
プの悪影響を免れるための知識として効果があ
るという報告もある （Johns, Schmader, & Martens, 
2005）。現実にも STEM分野にたずさわる男性が
多い中で，社会全体で共有されているステレオタ
イプをすぐに変えることは極めて困難である。し
かし，心理学研究で得られた知見を伝えること
で，ネガティブなステレオタイプの悪影響を少し
でも防ぐことができるのではないだろうか。
また，実験的に数学に対する態度や動機づけ
を変容させた研究もある。例えば，Forbes and 
Schmader （2010） は， IATにおいて “I like” と “math” 
を常に同じキーで反応させるという訓練を行う
と， “I don’t like” と “math” を常に同じキーで反応
させた条件よりも，数学の問題に取り組む動機づ
けが高かったことを報告している。ほかにも，数
学に関連した用語がコンピュータ画面上に出たら
ジョイスティックを手前に引くという動作を繰り
返すと，向こう側に押す動作の条件よりも数学に
対する潜在的態度がポジティブになったという報
告もある （Kawakami et al., 2008）。
さらに，日本の大学では，理系とされる分野で
も農学や薬学，歯学といった専攻は女性の学生が
多い（それぞれ， 44.5%， 58.5%， 40.8%；文部科学
省，2016）。こうした分野の特徴として，自然や
動物，人間とのかかわりがあるのではないだろう
か。Clark, Fuesting, and Diekman （2016） は女子大
学生を対象に，架空の若手科学者の 1日を，他者
と関わりながら研究する姿を描いてみせること
で，科学者というキャリアに対する魅力を高めた
ことを報告している。科学者は一人で独立して活
動するという主体的 （agentic） な面が強調されや
すいが，研究について他者と議論したり人々の前
でプレゼンをしたりするといった共同的 （commu-
nal） な側面も持っている。この共同的な側面を提
示することで科学 （者） に対する態度がポジティ
ブなものに変わることが示唆されている （e.g., 
Brown et al., 2015）。女性研究者を増やすための取
り組みの一つとして，ロールモデルの提示がよく
行われているが，共同的な側面も提示することが

レオタイプを取り上げ，従来の研究で明らかにさ
れてきたものを紹介してきたが，これらの知見を
使って介入研究も行われている。例えば，Good, 
Rattan, and Dweck （2012） は，ある学問領域（数
学）への所属感（sense of belonging）をとりあげ
て，数学への関与を低下させる要因を検討した。
ここでいう所属感とは，自分はあるアカデミック
なコミュニティで受容されている―自分の存在と
貢献の価値が認められている―メンバーであると
いう個人的な信念を意味する （Good et al., 2012, 
p. 701）。数学についての所属感が高い学生は男女
ともに，将来も数学を続けようという意図が強
い。また，大学で微積分の科目をとっている女性
の場合，その授業のクラスに「数学の能力は固定
されたものである」「女性は男性よりも数学の能
力が低い」という考えがあると女性が認知してし
まうと，その女性のもつ所属感が低くなり，数学
をこれからも履修しようという意図が低くなった
り成績が低くなったりすることが示された。しか
し，女性がクラスの中に「数学能力は固定された
ものではない」という考えがあると認知すると，
たとえクラスにステレオタイプが強く存在すると
認知していても，所属感は低くならなかった。
また，ステレオタイプ脅威の実験（Dar-Nimrod 

& Heine, 2006）では，「数学のテストで男性は女
性より 5%良い成績を修めるが，それは小学校の
低学年の頃に教師がバイアスのかかった期待を
もっていたからということが，研究によって明ら
かになった」というエッセイを読んで数学のテス
トを受けた女子大学生は，「男女には数学能力に
違いがないことが国際的な大規模研究で明らかに
なった」というエッセイを読んでテストを受けた
学生と同程度の成績であった。「数学能力の性差
は遺伝による」というエッセイと「芸術における
女性の身体」という性別を目立たせるようなエッ
セイを読んだ女子学生は，上述の 2条件と比べて
低い成績だった。
こうした研究から示唆されるのは，数学の成績

は努力によって変えることができるというメッ
セージの重要性であろう。努力の重要性は，数学
に限らず学校での学習の多くに当てはまるのだろ
うが，数学は進路選択において重要な科目である
（e.g., Betz, 2005；Kimura, 2007）上に，女の子は
男の子に比べて，自分の算数の良い成績を努力
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しなければならない。高校側も進路選択に関して
さまざまな情報を提供し指導をしているだろう
が，「理系は男性」「女性は文系」あるいは「この
専攻は女性向き」というようなステレオタイプに
よる影響も免れ得ないだろう。その影響をなるべ
く減らすにはどうすればよいのか，つまり，本稿
で取り上げたような研究成果が進路指導の現場に
役立つものになるには，どのようなことが必要な
のか，この領域の研究にたずさわっている心理学
者が取り組まねばならない今後の課題であろう。
また，すでに大学で教員として働いている者に
とっては，新しい教員つまり研究者の採用の問題
も考えなくてはならない。例えば，Moss-Racusin 
et al. （2012）は，アメリカの研究大学の自然科学
分野の教員を対象にして，実験室管理のポストに
応募した架空の学生に対する評価を行わせたとこ
ろ，同一の履歴書にもかかわらず，男性の応募者
の方が女性の応募者よりも高く評価されること
を見出した。現実の大学での研究者採用にあたっ
ては，日本でも同等の能力が認められた場合には
女性を採用するというポジティブ・アクションを
掲げているところが増えてきた。しかし，Moss-
Racusin et al. （2012） の研究が示唆するのは，理系
分野をめざす女性が増えても，彼女らが研究者と
して働いて生活するためには，採用する側の研究
者の認識も変えていく必要があるということだろ
う。どのような方策が考えられるのか，ここにも
この領域の心理学者が取り組まねばならない検討
課題がある。
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